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有効成分プロスルホカルブを含有する農薬の使用方法 

 

１．登録番号 22775：ボクサー 

（プロスルホカルブ 78.4 %乳剤） 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

使用量 本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞを 

含む農薬の 

総使用回数 
薬量 

希釈 

水量 

小麦 

一年生 

雑草 

秋播栽培のは種後

∼麦 2 葉期 

(雑草発生前∼ 

発生始期) 
400∼500 

mL/10 a 

50~100 

L/10 a 

2 回 

以内 

雑草茎葉散布

又は 

全面土壌散布 

2 回以内 

秋播栽培の麦 

2∼4 葉期 

(雑草発生前∼ 

発生始期) 

70~100 

L/10 a 

春播栽培のは種後

出芽前∼出芽揃期 

(雑草発生前∼ 

発生始期) 

100 

L/10 a 

大麦 

500 

mL/10 a 

秋播栽培のは種後

∼麦 2 葉期 

(雑草発生前∼ 

発生始期) 

400~500 

mL/10 a 

70~100 

L/10 a 麦類(大麦、

小麦を除く) 

とうもろこし 
は種後出芽前 

(雑草発生前) 100 

L/10 a 
1 回 1 回 飼料用 

とうもろこし 

ばれいしょ 
植付後萌芽前 

(雑草発生前) 

たまねぎ 

定植後又は中耕後

(雑草発生前) 

但し、収穫 45 日

前まで 

100~200 

L/10 a 

2 回 

以内 
2 回以内 
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２．登録番号 22776：ムギレンジャー乳剤 

（プロスルホカルブ 46.0 %・リニュロン 11.5 %乳剤） 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

使用量 本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞを

含む農薬の 

総使用回数 

ﾘﾆｭﾛﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 薬量 希釈水量 

小麦 

大麦 

一年生

雑草 

春播栽培の 

は種後出芽前 

(雑草発生前) 

400~600 

mL/10 a 

通常散布 

50~100 

L/10 a 

 

少量散布 

25~50 

L/10 a 

1 回 

全面 

土壌散布 

2 回以内 

1 回 

秋播栽培の 

は種後出芽前 

(雑草発生前) 

300~600 

mL/10 a 

ばれい

しょ 

植付後萌芽前 

(雑草発生前) 

400~600 

mL/10 a 

1 回 

植付後萌芽前 

(雑草発生始期) 

300~600 

mL/10 a 

雑草茎葉散布

又は 

全面土壌散布 

 

３．登録番号 23013：キックボクサー細粒剤 F 

（プロスルホカルブ 7.0 %・リニュロン 1.75 %粒剤） 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 使用量 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ﾌﾟﾛｽﾙﾎｶﾙﾌﾞを 

含む農薬の 

総使用回数 

ﾘﾆｭﾛﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

小麦 

(秋播) 
一年生 

雑草 

は種後出芽前 

(雑草発生前) 

3~4 

kg/10 a 
1 回 

全面 

土壌散布 
2 回以内 1 回 

大麦 

(秋播) 

 


